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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 
*賛美　･･････････････････ 　５３番

*交読文　････････････････ 　４９番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１３番

礼拝のための祈り　･･･････ 働き人　川合ゆきえ

賛美　･･･････････････････ 　３８３番

メッセージ　･･････････････ エステル - 王に促されたなら敵を殲滅せよ(エステル 9-10 章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４０２番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

『あなたがたがもしひるがえって、これらの国民の、生き残って、あなたがたの中にとどま

る者どもと親しくなり、これと婚姻し、ゆききするならば、あなたがたは、しかと知らなけれ

ばならない。あなたがたの神、主は、もはや、これらの国民をあなたがたの前から、追い

払うことをされないであろう。彼らは、かえって、あなたがたのわなとなり、網となり、あなた

がたのわきに、むちとなり、あなたがたの目に、とげとなって、あなたがたはついに、あな

たがたの神、主が賜わったこの良い地から、滅びうせるであろう。』(ヨシュア記 23:12-13)
『自らきよくなるように努めなさい。きよくならなければ、だれも主を見ることはできない。

気をつけて、神の恵みからもれることがないように、また、苦い根がはえ出て＿＿を悩ま

し、それによって多くの人が汚されることのないようにしなさい。また、一杯の食のために

長子の権利を売ったエサウのように、不品行な俗悪な者にならないようにしなさい。＿＿

の知っているように、彼はその後、祝福を受け継ごうと願ったけれども、捨てられてしまい、

涙を流してそれを求めたが、悔改めの機会を得なかったのである。』(ヘブル 12:14-17)

メッセージ概要

今年に入ってから、王の前に相応しく身を整え、宴会を設けるべき事をエステル記から学んでいる。

それをするなら、王がその人を祝福し、敵の面前で宴会が設けられ、勝利し、大いに栄える事を今まで学

んで来たが、いよいよ運命の日が訪れる。ハマンが定めたユダヤ人を滅ぼす日、２月１３日は、逆に、神の

民を滅ぼそうとしていた者達が、滅ぼされた日となった。全ての人はユダヤ人を恐れ、大臣や総督など主

だった人達も皆ユダヤ人側についた。なぜならモルデカイが破竹の勢いで勢力を増していたからだ。

その日、首都スサで殺された者の数が王に報告されると、今度は王のほうからエステルに、欲しいものは

何でも願え、必ず聞き届けられる、と促されて来た。私達も、  キリストの御言葉に留まるなら、王なるキリスト

のほうから、欲しいものは何でも願いなさい、と促される。そこでエステルは、あの優美な口調で王に言う。

「もし王がよしとされるならば、どうぞスサにいるユダヤ人にあすも、きょうの詔のように行うことをゆるしてくだ

さい。かつハマンの十人の子を木に掛けさせてください。」(13節)　敵は既に首都スサだけでも五百人が

殺され、ハマンの子達 10人も死んだ。その上なお敵を根絶し、ハマンの子達の死体は木に架けて晒して

下さい、と言うのは、やりすぎでは？と思うかもしれない。あの優美なエステルの言葉とは、あまり思えない。

しかし聖書には、  容赦せずに、徹底的に滅ぼし尽くすべき事例を、幾つか見つけられる  はずだ。

そうすべき時とは、  王からの促しがあった場合、すなわち、王なる主が「せよ」と言われた場合である。

そのような時、神の民の敵に対しては、徹底して滅ぼし尽くさなくてはならない。神の民は、やられてもただ

ニコニコ黙っている者ではなく、主に促されたなら、勇敢に戦い、滅ぼすべき相手は滅ぼし尽くすのだ。

その戦いとは、昨今行われている戦争とは全く性質が違う。ほしいままに富や利権を分捕ったり、他を力づ

くで自分色に塗り替えたりするものではない。実際ユダヤ人は、許されていた分捕りを、しなかった。

神に敵対し、いのちを踏みにじるサタンのわざに対しては、王なる主キリストの許しが得られ、また「滅ぼし

尽くせ」と命じられたなら、徹底的に滅ぼし尽くすべきであって、決して容赦してはならないのだ。

そもそもエステルが願ったこの願い、神の民の敵の根絶は、サウル王の時に成されなくてはならなかった。

昔、サウル王が主から命じられた時、その通りにアマレク人を滅ぼし尽くしていたなら、アマレク人の末裔・

アガク人ハマンも生まれる事なく、こんな好き勝手をされずに済んでいたのだ。(１サムエル 15章)

私達の内から滅ぼし尽くすべき敵とは、肢体に宿る、御霊に敵対する罪や欲望である。(コロサイ 3:5-6)

「何もそこまで」「ちょっとくらいは」と思って滅ぼす事を留めていたら、それはすぐに苦い根  (  ヘブル      12:15)

を出して蔓延り、サウル王のように取り返しがつかなくなる。サウル王は結局アマレク人にとどめを刺された。

主が滅ぼしなさいと言われたのに滅ぼさないなら、それが罠となり、逆にとどめを刺されてしまう。それは、

ヨシュアの時代のアカンがそうだったし、ヨシュア後のイスラエル国も、ヨアシュ王の時代もそうだった。

エステルは、王の前でも敵の前でも、あくまで優美な品性を身に纏い、自分の好む事ではなく王の好む事

を為し、そして、王に促しが与えられたなら、大胆に敵の滅びを求めた。私達もそれに見習うべきである。

こうしてエステルの時代、神の民の敵は一網打尽にされ、ユダヤ人は暫く安息と繁栄を享受した。

彼らは安息を得た日      12      月      14      日を祝日として定め、プリム祭として現代でも祝っている。

エステル記最後の      10      章は、後にアハシュエロス王はさらに強力になり、モルデカイも、王の次の位が与え

られ、自分の民族のために多くの功績を残した事が記されている。ユダヤ人も安息の内に栄えた。

最後には勝利と、宴会と、永遠の栄光が待っているのだ。その栄誉を受けるための最も最短コースは、へ

りくだる事であり、神はそのような人を、ちょうど良い時に高くして下さる。モルデカイはまさにそうだった。

安息を得るには、敵を殲滅しなくてはならない。私達の内に住む罪や汚れ、妬みや憎む心など、滅ぼし尽

くすべきものが沸き起こった時は、それをキリストにあって捕縛し、服従させなくてはならない。(２コリ 10:5)

服従を着る事が、王なるキリストの前に花嫁衣装を着る事である。そして主のために宴会を設けるとは、主

の喜ばれるごちそうを用意する事、すなわち「悔い改め」「主の御声に聞き」「主の御心を行う」事である。

そのようにする人には、敵の面前で油注がれ、宴を設けられ、敵が蓄えた栄誉や富を、そのまま引き渡さ

れるのだ。そのように安息の内に栄える皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　http://ustre.am/Ydeh  (Y は大文字)

日曜礼拝

1部礼拝　　　　　　　　　　　　　　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00
聖書の学び会（詩篇）　　　　15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 10 巻 6 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015 年 2 月 8 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://ustre.am/Ydeh

